
つよく・やさしく・心をこめて
＜子どもたちの安全のために＞

ある村に大きい木こりと小さい木こりが住んでいま いつも子どもたちの安全のために、登下校の時間
した。二人とも働き者でしたが、会うといつもこう言 を中心に、保護者の方、三勲学区防犯協議会の「さ
うのでした。「おれのほうがえらい。」「いいや、僕 わやかパトロール隊」の方、岡山県警の学校警察連
のほうがえらい。」 絡室の方など多くの方々が子どもたちを見守ってく
ある日二人は村の一番えらい老人のところへ ださっています。

平成29年7月14日(金） 行って「どっちがえらい？」と聞きました。 ７月３日の全校朝会では、岡山県警察本部学校警
＜小中合同後楽園清掃ボランティア＞ すると老人は言いました。 察連絡室の多々野巡査部長さんより、全校の子ども
６月２５日（日）に、操山中学校と宇野小学校、三勲小学 「川の向こうのとんがり山の上に一本の木が立ってい たちに、車に十分気をつけて交通事故に遭わないよ

校合同で、後楽園の清掃ボランティアを行いました。後楽園 る。その木になっている赤い木の実を先に取ってきた うにすること、知らない人についていかないように
の中には遣り水（曲水）が流れており、その底には玉石が敷 方がえらい。」 すること、用水路に落ちないように気をつけること
かれています。作業は、緑色の藻がついたその石を裏返し、 そこで二人は競争を始めました。二人は走りに走っ などについてお話をしていただきました。
藻のついていない面を上にするというものでした。降り続い てとんがり山に向かいます。抜きつ抜かれつ。どちら また、７月１２日・１３日には「さわやかパトロ
ていた雨も上がり、それぞれの学校から集まった有志の児童 もへこたれません。しばらく行くと、川に出ました。 ール隊」の方々に「おはよう！ミニミニ安全教室」
生徒、保護者の皆様、教職員合わせて１２４名が参加し、曲 この川を渡らなければ山へはいけません。橋が架かっ と題して、１年生を対象として、登下校時の注意や
水に入って藻のついている石を、一つ一つ裏返していきまし ていないので、大きい木こりはザブザブと歩いて渡り 子ども１１０番、不審者対応などについてお話をし
た。 ました。でも、川は広くて深くて流れが速く、小さい ていただきました。
とても根気のいる作業でしたが、水が澄んでくると、石の 木こりは流されてしまいそうです。小さい木こりはが 学校警察連絡室の方とは２学期以降も連携して規

きれいな面が見えてきて、疲れも飛び、みんな笑顔で作業を っくりと座り込みました。川の途中まで来た大きい木 範意識向上のための取組を実施する予定です。ま
終えることができました。 こりは何を思ったか、引き返してきました。そして小 た、「おはよう！ミニミニ安全教室」は１２月にも
参加した子どもたちは、これから後楽園に行くたびに、こ さい木こりを背負って川を渡り始めたのです。川を渡 別のテーマで１年生に行っていただく予定です。

の作業のことを思い出すことでしょう。三勲小学校は、６年 り終えた後、二人はまた走り始めました。
生になったら能舞台での発表もあります。地元にこのような そしてとうとうとんがり山の頂上へ来ました。てっ
素晴らしい観光名所があるということを誇りに思うとともに ぺんの木には赤い実がなっています。小さい木こりは
中学校区の他の学校の人やお家の人たちと力を合わせて後楽 するすると木を登り、赤い実を取りました。でも、木
園の美化のために頑張ったということをいつまでも忘れない の先は細くて大きい木こりは登れそうにないので、木
でいてほしいと思います。子どもたち、本当によく頑張りま の下でしょんぼりしていました。すると何を思ったか
した。参加してくださった保護者の皆さん、たいへんお世話 小さい木こりはもう一つ実を取って、木から降りると
になりました。 大きい木こりに渡したのです。

二人は村に帰って、えらい老人の前に立ちました。
老人が二人に聞きました。「どっちがえらい？」
さて皆さんは、大きい木こりと小さい木こりが、ど

う言ったと思いますか？
二人はにっこり笑いました。そして、小さい木こり

は大きい木こりを指さしました。大きい木こりは小さ
い木こりを指さしました。どちらも自分ではなくて相
手の方がえらいと思ったのです。 ＜三勲小の一部＞
けんかしても、自分がえらいと言い合っても、いざ 三勲小学校の北館３階東にある図書館です。子ど

＜どっちがえらい？＞ という時は助け合える・・・そんな友達っていいです もたちが楽しんで本に親しめるように様々なコーナ
新しい学年、学級になって３ヶ月が過ぎ、１学期もあとわ ね。１学期も残りわずかですが、皆さんはお友達と仲 ーがあります。

ずかになりました。子どもたちは、一緒に登下校する友達、 よくしていますか。悪口を言ったり知らん顔したり、
学級で遊んだり勉強したりする友達、家に帰ってから遊ぶ友 嫌なことをしたりすることはありませんでしたか。
達など、たくさんの友達と毎日関わってきました。時にはけ 人と助け合ったり相手の喜ぶことをしたりするのは
んかをすることもあるかもしれませんが、やはり、一緒にい 決して難しいことではないのです。人の嫌なことを言
て心から楽しいと思える友達、いざという時に助け合える友 ったりしたりしている人がいたら、すぐにやめましょ
達が本当に仲のよい友達だと思います。 う。謝らなくてはいけないことがあればきちんと
友達関係を振り返り、仲よくしているか、嫌なことを言っ 謝りましょう。このお話のように仲よく

たりしたりしていないか、お互いに助け合っているか、など 助け合い、みんな、楽しい気持ちで
を考えるきっかけにしたいと思い、先日、お昼の放送で校長 １学期を終えてほしいと思います。
から次のような話をしました。


